
 

❤
や
っ
ち
ゃ
ん
の
似
顔
絵
提
供
：
ひ
さ
か
さ
ん 

の
後
、
両
毛
線
の
大
間
々
駅
は

岩
宿
駅
と
な
り
、
大
間
々
町
駅

が
大
間
々
駅
に
な
り
ま
し
た
。 

お
大
間
々
の
足
利
屋
が
停
車
場

通
り
で
松
﨑
足
袋
店
と
し
て
商

い
を
始
め
た
の
は
、
大
間
々
駅

や
停
車
場
通
り
が
出
来
た
翌
年

の
こ
と
で
し
た
。
停
車
場
通
り

が
で
き
る
と
共
に
多
く
の
料
亭

や
芸
妓
の
置
屋
が
で
き
、
当
時

県
内
一
の
規
模
で
１
２
０
０
人

収
容
の
大
間
々
電
気
館
が
出
来

た
頃
に
は
停
車
場
通
り
は
賑
や

か
な
繁
華
街
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
大
間
々
駅
は
多
く
の
歴

史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
戦
争

中
は
多
く
の
出
征
兵
士
が
戦
地

に
赴
き
ま
し
た
。
昭
和
１
７
年

１
１
月
２
８
日
の
町
内
回
覧
板

いい話 

ス
ヤ
、
薬
種
業
の
伊
勢
武
な
ど
の
他
、

そ
の
当
時
、
町
の
発
展
を
願
っ
て
い
た

８
０
人
も
の
人
た
ち
で
し
た
。
今
も
駅

前
広
場
に
は
１
１
５
年
前
に
建
立
さ
れ

た
『
新
路
之
碑
』
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
『
草
む
ら
を
開
き
、
平
ら
な

道
は
砥
石
の
如
く
、
直
路
矢
の
如
し
。

聳
ゆ
る
は
こ
の
山
、
流
る
る
は
こ
の

水
。
眺
望
よ
く
風
景
鍾
美
。
新
路
成
り

皆
歓
喜
す
』
と
い
う
詩
的
な
表
現
で
大

正
初
期
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

あ
足
尾
線
大
間
々
神
戸
間
が
開
通
し
た

の
は
大
正
元
年
１
０
月
。
そ
の
時
の
駅

名
は
「
大
間
々
駅
」
で
な
く
「
大
間
々

町
駅
」
で
し
た
。
そ
れ
は
、
明
治
２
１

年
に
開
通
し
た
両
毛
線
に
す
で
に
「
大

間
々
駅
」
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
た
。
そ
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郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
詳
し
く
教
え

て
く
れ
た
萩
原
康
次
郎
先
生
の
著
書

『
間
々
は
ゆ
り
か
ご
』
の
中
に
「
足

尾
線
開
通
の
頃
」
と
い
う
興
味
深
い

一
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

あ
大
間
々
駅
が
開
業
し
た
時
、
駅
前

に
は
現
在
の
停
車
場
通
り
（
全
長
約

２
０
０
ｍ
）
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
停
車
場
通
り
を
作
る
た
め
に

土
地
を
提
供
し
た
の
は
、
野
口
英
一

郎
、
小
森
谷
源
次
郎
、
斎
藤
久
太
郎

ら
の
地
主
で
、
工
事
費
を
寄
付
し
た

の
は
米
穀
商
の
マ
ル
ホ
、
近
江
屋
、

乾
物
商
の
い
も
寅
、
紙
荒
物
商
の
マ

 

足

尾

線

開
通

の

頃

第
三
百
七
十
号
は
令
和
八
年
六
月
一
日
（
月
）
発
行
予
定
で
す
。 

虹

の

架

橋

⇐

検

索

で

、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

と
結
婚
し
ま
し
た
が

福
司
は
そ
の
年
に
出

征
し
、
戦
後
は
シ
ベ

リ
ア
に
抑
留
さ
れ
、

強
制
労
働
の
毎
日
で

し
た
。
足
利
屋
で
は
、
福
司
の
弟
二
人

も
相
次
い
で
招
集
さ
れ
、
千
代
は
女
手

一
つ
で
足
利
屋
を
守
り
続
け
ま
し
た
。

福
司
が
戦
争
か
ら
戻
っ
た
の
は
五
年
後

の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
娘
二
人
を

授
か
り
、
三
人
目
に
男
児
を
出
産
し
た

三
時
間
後
に
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

三
十
三
年
と
い
う
短
い
生
涯
で
し
た
。 

 

千
代
が
花
嫁
道
具
と
一
緒
に
持
っ
て

き
た
絵
は
六
十
年
間
、
物
置
の
中
で
眠

り
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
足
利
屋
が
創

業
百
年
を
迎
え
る
前
の
年
に
偶
然
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
足
利
屋
で
は
、
先
祖
の

遺
徳
を
偲
ぶ
た
め
に
今
回
、
『
松
﨑
千

代
水
彩
画
展
』
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

『
人
は
二
度
死
ぬ
。
一
度
目
は
肉
体
、

二
度
目
は
思
い
出
の
中
か
ら
忘
れ
去
ら

れ
た
時
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

松
﨑
千
代
は
今
も
足
利
屋
で
生

き
て
い
ま
す
。
（
松
崎
靖
） 

に
は
「
出
征
兵
・
松
﨑
福
司
君

朝
７
時
大
間
々
駅
発
。
毎
戸
御

歓
送
下
サ
ル
ヨ
ウ
御
願
ヒ
致
シ

マ
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

せ
先
日
の
４
月
１
０
日
、
郷
土

を
美
し
く
す
る
会
が
行
っ
て
き

た
大
間
々
駅
の
ト
イ
レ
掃
除
が

１
５
０
０
回
の
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。
毎
週
金
曜
日
に
仲
間
と

一
緒
に
駅
の
掃
除
を
続
け
る
こ

と
で
町
へ
の
愛
着
が
深
ま
り
、

駅
や
町
の
歴
史
に
も
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

足
利
屋
を
陰
で
支
え
た
功
労
者 

 

松
﨑
千
代
水
彩
画
展
開
催
中

 

松
﨑
千
代
（
旧
姓
中
野
ち
よ
）
は

大
正
八
年
に
前
橋
市
の
老
舗
和
菓
子

屋
『
松
屋
』
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
十
三
歳
で
前
橋
高
等
女
学

校
に
入
学
、
そ
こ
で
絵
の
才
能
を
開

花
さ
せ
ま
し
た
。
二
十
三
歳
で
大

間
々
の
足
利
屋
の
二
代
目
松
﨑
福
司

 

  

今月の絵《369》 

 

銭
湯
・
千
代
の
湯
は
１
２
０
年
前
の
大
間
々
の
地
図

に
も
そ
の
名
前
が
載
っ
て
い
る
ほ
ど
古
い
銭
湯
で
、
岡

直
三
郎
商
店
北
側
の
通
称
『
桶
の
細
道
』
の
『
三
方
良

し
の
井
戸
』
の
横
に
あ
り
ま
し
た
。
令
和
４
年
６
月
に

千
代
の
湯
は
解
体
さ
れ
て
更
地
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
野
口
さ
ん
の
絵
を
見
て
い
る
と
古
き
良
き
時
代

の
『
４
丁
目
の
夕
日
』
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
６
０
数

年
前
、
私
た
ち
子
供
は
、
千
代
の
湯
の
隣
に
あ
っ
た
ナ

カ
ジ
マ
と
い
う
駄
菓
子
屋
で
毎
日
遊
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

４
月
２
９
日
～
５
月
６
日
ま
で
、
桐
生
市
東
久
方
町

の
「
四
辻
の
齋
嘉
」
で
野
口
さ
ん
の
『
ス
ケ
ッ
チ
ラ
ン 

 

の
ぐ
ち
水
彩
画
展
１
５
』
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

緑
陰
や
道
元
の
歌
碑
花
の
寺 

新
里
町
新
川
の
曹
洞
宗
龍
真

寺
は
「
ぼ
た
ん
寺
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
、
ピ
ン
ク
に
始
ま

り
、
赤
や
紫
、
白
や
黄
色
や
黒

牡
丹
等
２
５
０
０
株
の
花
々
が
次
々
に

開
花
し
ま
す
。 

 

龍
真
寺
の
本
堂
に
は
ご
本
尊
の
聖
観

世
音
菩
薩
や
延
命
地
蔵
が
安
置
さ
れ
、

曹
洞
宗
の
開
祖
・
道
元
禅
師
の
『
春
は

花
夏
ほ
と
と
ぎ
す
秋
は
月
冬
雪
さ
え
て

す
ず
し
か
り
け
り
』
や
『
い
た
ず
ら
に

過
ご
す
月
日
は
多
け
れ
ど
道
を
求
む
る

時
ぞ
す
く
な
き
』
の
歌
碑
、
『
吾
只
知

足
』
の
蹲

も
あ
り
境

内
の
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。
モ
ミ
ジ
の 

 

新
緑
も
と
て
も
美
し
い
で
す
よ
。 

 足利屋から5軒隣りの複合施設『ハジ

マル』で、毎週土曜の夜、おばんざい

の店『Shiretto』をはじめた智子さん。 

優しい人柄と絶品の味が大人気です。 

新路之碑 
靖ちゃん日記 
やっ 


